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【実験３】  メダカは繁
はん

殖
しょく

期
き

になると体全体の赤い色が濃くなります。図４のように
水槽の側面に画面を置き、繁殖期のメダカの映像を映し出しました。その際、
カラーまたは白黒どちらかの映像を５分間映し出し、メダカＡ，Ｂそれぞれ
の行動を観察しました。図５、図６はその結果です。ただし、メダカの視力
では画面に映るメダカのカラー映像と実物のメダカの区別はつかないものと
します。
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〈カラー映像の場合〉
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〈白黒映像の場合〉
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（４）		  【実験３】において、画面の近くに滞在した時間が10秒以上であれば、近づく
反応がみられたとみなす場合、実験結果からどのようなことが分かりますか。
適当なものを次よりすべて選び、記号で答えなさい。

ア．カラー映像に対して夏のメダカも冬のメダカも、近づく反応がみられた。
イ．カラー映像に対して夏のメダカも冬のメダカも、近づく反応がみられな

かった。
ウ．白黒映像に対して夏のメダカも冬のメダカも、近づく反応がみられた。
エ．白黒映像に対して夏のメダカも冬のメダカも、近づく反応がみられな

かった。
オ．カラー映像に対して夏のメダカは近づく反応がみられたが、冬のメダ

カはみられなかった。
カ．カラー映像に対して冬のメダカは近づく反応がみられたが、夏のメダ

カはみられなかった。

（５）		  今回の実験において、見せる対象として実物のメダカを使わず映像のメダカで
実験をした利点として間

ああああああああああああああああ
違っているものを次より１つ選び、記号で答えなさい。

ア．映像にすることで色の有無だけを実験条件の違いにできる。
イ．何度も繰り返し同じ条件で実験することが簡単である。
ウ．全く同じ行動の映像を見せられるので、偶然の行動の違いによる影響

が出ない。
エ．実物のメダカの体から出る様々な化学物質による影響がない。
オ．何度も同じ映像を流すことで、同じ動きを繰り返すメダカへの反応を

調べることができる。



― 11 ― ― 12 ―

メダカの目にも光を受け取ることができる網
もう

膜
まく

があります。この網膜には特定の色の
光を受け取ることができる物質があります。赤い光は物質Ｘ、青い光は物質Ｙ、緑の光
は物質Ｚといった具合に、色ごとに光を受け取る物質は異なっており、これらの物質は
必要な分だけ体の中で作ることができます。この物質に注目して以下のような実験が行
われました。

【実験４】		 赤い光を受け取る物質Ｘを生まれつき作ることができないメダカを用い
て、このメダカを夏の条件で飼育しました。このメダカをメダカ xとし、 

【実験２】と【実験３】のカラー映像を用いた実験を行いました。その結果
から、メダカＢ（物質Ｘを作ることができ、夏の条件で飼育）と比べて、 
メダカ xは光や体の色に対する反応は弱まることが分かりました。

（６）		  【実験４】の結果のグラフの組み合わせとしてもっとも適当なものを次より 
１つ選び、記号で答えなさい。

（７）		  【実験４】で青い光を受け取る物質Ｙや、緑の光を受け取る物質Ｚではなく、
赤い光を受け取る物質Ｘに注目して実験を行ったのはなぜだと考えられますか。
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昨年2020年がうるう年であったことに興味を持った園子さんは、うるう年について
調べました。その結果、うるう年が地球の自転と公転に関係していることを知りまし
た。以下の文を読み、あとの問いに答えなさい。

地球をはじめとする惑
わく

星
せい

は自転しながら、太陽のような恒
こう

星
せい

のまわりを公転してい
ます。ある惑星が360度自転するのにかかる時間を自転周期といい、360度公転するの
にかかる時間を公転周期といいます。

１年の長さは、公転周期とほぼ一致します。ここでは、地球の１年の長さと公転周
期は等しく、365 .2422日であるとします。一方、地球の１日の長さは24時間で、自転
周期の23時間56分と比べて４分ずれています。この理由は図１の通りです。１日の
長さは、太陽が南中してから次に南中するまでの時間と決められています。ある日、
太陽が南中している地球上の地点を点Ａとします。この時刻から23時間56分経つと
地球は360度自転し、点Ａにあった地点は点Ｂに移動しますが、この間に地球は約１
度公転しているので、点Ｂでは太陽は南中していません。点Ｂからさらに約１度自転
して太陽が南中した点を点Ｃとすると、点Ｂから点Ｃまで自転するのに４分かかりま
す。つまり、点Ａで太陽が南中してから点Ｃで再び太陽が南中するまでの時間は24時
間であり、これが１日の長さになります。厳密には、点Ｂから点Ｃまで自転するのに
かかる４分間にも地球は公転していますが、わずかなので無視して考えることとします。

（１）		  地球の自転と公転は同じ回転方向です。図１は、太陽系をどの方向から見た
ものですか。次より１つ選び、記号で答えなさい。

ア．北極上空　　　　　イ．南極上空

４

太陽

点Ａ

点Ｃ
点Ｂ

約１度

自転公転
地球

地球

自転

図１
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（２）		  2020年に、太陽系のある惑星の大気にホスフィンという物質が含
ふく

まれている
という報道がありました。ホスフィンは生命によっても作られる物質であるた
め、もし本当に含まれているのであれば、この惑星に生命がいる可能性が出て
きました。この惑星はどれですか。次から１つ選び、記号で答えなさい。

ア．水星　　　イ．金星　　　　ウ．火星　　　エ．木星
オ．土星　　　カ．天王星　　　キ．海王星

（３）		  自転と公転が同じ向きで、自転周期が60時間、公転周期が24000時間の惑星
Ｄがあるとします。

①	 惑星Dは、60時間で何度公転しますか。答えは、小
ああああああああああああああああああああああああ

数第２位以下があるとき
は
ああああああああああああああああああああああああああああ

四捨五入して小数第１位まで求めなさい。

②	 惑星Dが、①で答えた角度だけ自転するのに要する時間は何分ですか。答え
は、小

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
数第１位以下があるときは四捨五入して整数で求めなさい。

③	 惑星Dの１日の長さは何時間何分ですか。答えは、小
あああああああああああああああああああああ

数第１位以下がある 
と
ああああああああああああああああああああああああああああああああ

きは四捨五入してそれぞれ整数で求めなさい。

（４）		  自転と公転が逆向きで、１日の長さが14時間、公転周期が85日の惑星Ｅがあ
るとします。惑星Ｅの自転周期は何時間何分ですか。答えは、小

ああああああああああああああ
数第１位以下

が
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ

あるときは四捨五入してそれぞれ整数で求めなさい。

地球の公転周期は365日ちょうどではないため、１年を365日とすると、ある年の
１月１日の地球の位置と、翌年の１月１日の地球の位置はわずかにずれていくことに
なります。そこで、うるう年を設けることで、このずれを解消しています。仮に、地
球の公転周期が365 .25日であれば、４年に一度のうるう年でこのずれは完全に解消さ
れます。しかし、実際には公転周期が365 .2422日であるため、（あ）より複雑な調整が
なされています。

（５）		  下線部（あ）について、地球では、４年に一度うるう年を設けるだけでなく、
100年に一度はうるう年を取り消し、さらに400年に一度うるう年を設けるとい
う調整を行っています。４年に一度うるう年を設け、100年に一度うるう年を取
り消すだけだとすると、地球の公転周期が何日であった場合、ずれが完全に解消
されますか。答えは、小

あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
数第４位以下があるときは四捨五入して小数第３位まで

求めなさい。
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（６）		  １日の長さが20時間、公転周期が324 .15日の惑星Ｆがあるとします。惑星Ｆ
の１年を基本的に324日とし、ある頻

ひん

度
ど

で１年が325日のうるう年を設けるとし
たら、どのような規則がよいですか。もっとも適当なものを次より１つ選び、
記号で答えなさい。

ア．５年に一度うるう年を設け、50年に一度うるう年を取り消す。
イ．５年に一度うるう年を設け、20年に一度うるう年を取り消す。
ウ．４年に一度うるう年を設け、60年に一度うるう年を取り消す。
エ．４年に一度うるう年を設け、40年に一度うるう年を取り消す。
オ．３年に一度うるう年を設け、300年に一度うるう年を取り消す。
カ．３年に一度うるう年を設け、30年に一度うるう年を取り消す。




